
市
民
文
教
委
員
会
に
「
現
行
の

健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保
険
証
と

の
両
立
を
一
定
期
間
認
め
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
提
出
」
が
付
託

さ
れ
、
委
員
会
で
審
査
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
２
０
２
３
年
６
月
２

日
に
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
可

決
・
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は

現
行
の
健
康
保
険
証
は
２
０
２
４

年
⒓
月
２
日
に
廃
止
し
、
経
過
措

置
と
し
て
、
廃
止
後
一
年
間
は
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
な
い
、

あ
る
い
は
作
成
で
き
な
い
国
民
に

は
資
格
確
認
書
（
最
長
５
年
）
を

発
行
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

私
達
の
会
派
は
、
「
こ
れ
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は

任
意
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現

行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
事
実
上
の
取

得
義
務
と
な
り
、
法
律
上
も
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
請
願
第
一
号
は
、

一
定
期
間
、
現
行
の
健
康
保
険
証

と
マ
イ
ナ
保
険
証
と
の
両
立
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
は

採
択
を
求
め
る
」
と
意
見
開
陳
を

行
い
ま
し
た
が
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

尚
、
採
択
は
、
立
憲
社
民
・

未
来
か
ご
し
ま
・
日
本
共
産

党
・
に
じ
と
み
ど
り
、
大
原

議
員

不
採
択
は
、
自
民
党
市
議
団
・

公
明
党
・
市
民
連
合
・
田
代

議
員
・
大
木
議
員
で
し
た
。

地
方
議
会
の
役
割
は
、
国
か
ら

の
押
し
付
け
に
対
し
、
現
場
の
声

を
背
景
と
し
て
、
国
に
対
し
て
地

方
の
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
問
題
も
し
か

り
で
す
が
、
国
民
の
選
択
と
し
て
、

現
行
の
保
険
証
を
残
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
も
認
め
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
民
主
主
義
と
は
何
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

武
岡
団
地
は
、
昭
和

52
年
に

事
業
が
完
了
し
、
団
地
の
造
成
が

進
む
に
伴
っ
て
教
育
施
設
の
整
備

も
過
去
行
わ
れ
て
、
昭
和

51
年

に
鹿
児
島
市
立
武
岡
小
学
校
、
昭

和

63
年
に
は
鹿
児
島
市
立
武
岡

中
学
校
、
平
成
元
年
に
は
鹿
児
島

市
立
武
岡
台
小
学
校
が
相
次
い
で

開
校
し
て
い
ま
す
。

武
岡
小
学

校
が
分
離
す
る
前
年
は
、
１
９
０

６
人
の
児
童
数
だ
っ
た
も
の
が
、

令
和
６
年
４
月
８
日
時
点
の
児
童

数
は
、
武
岡
小
学
校
が
２
６
１
人
、

武
岡
台
小
学
校
が
２
４
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
武
岡
小
学
校
の
児
童

数
が
一
番
多
か
っ
た
頃
は
２
４
０

０
人
ほ
ど
い
た
と
い
う
方
も
お
ら

れ
ま
す
の
で
、
今
や
、
当
時
の
約

４
分
の
１
の
児
童
数
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
議
会
で
、
武
岡
市
営
住
宅
の

建
替
え
に
あ
た
り
、
地
域
事
情
に

よ
る
子
育
て
専
用
枠
の
拡
大
と
建

設
余
剰
地
の
活
用
に
つ
い
て
求
め

た
と
こ
ろ
、
市
当
局
は
検
討
す
る

と
い
う
答
弁
で
し
た
。
子
育
て
し

や
す
い
武
岡
の
街
づ
く
り
に
向
け

て
、
地
域
の
方
々
と
共
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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2004年(平成16年)鹿児島市議会
議員に初当選、現在６期目。その

他、武岡台コミュニティ協議会会

長・武岡台児童クラブ会長

停
留
所

国
に
マ
イ
ナ
保
険
証
と
の
両
立
を

求
め
る
意
見
書
提
出
は
不
採
択

市
議
会
6
月
定
例
会
は
６
月
２
７
日
、
１
２
億
３
８
０
１
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
１
５
議

案
（
特
定
空
家
の
代
執
行
を
含
む
）
を
可
決
、
承
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
よ
り



問

「
市
長
と
公
共
交
通
事
業

者
等
の
意
見
交
換
会
」
で
出
さ
れ

た
ご
意
見
と
、
本
市
の
公
共
交
通

の
現
状
は
。

答

意
見
交
換
会
で
は
、
「
運

転
者
の
確
保
及
び
人
材
育
成
に
係

る
支
援
」
や
厳
し
い
経
営
状
況
を

踏
ま
え
た
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

の
委
託
料
の
見
直
し
」
、
「
敬
老

パ
ス
の
負
担
軽
減
」
に
つ
い
て
の

要
望
の
ほ
か
公
共
交
通
の
維
持
等

に
向
け
て
、
「
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
事
業
者
間
の
調
整
を

行
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
意
見
交
換
会
を
受
け
て

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者

が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る

収
益
性
の
低
下
に
加
え
、
深
刻
な

運
転
手
不
足
な
ど
喫
緊
の
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
市
内
の
路
線
バ

ス
も
減
便
等
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

問

鹿
児
島
市
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ

ン
協
議
会
の
収
支
予
算
額
と
そ
の

内
訳
は
。

答

協
議
会
の
収
支
予
算
は
、

４
０
７
７
万
１
６
０
０
円
で
、
収

入
は
、
市
か
ら
の
負
担
金
が
３
０

７
７
万
１
６
０
０
円
、
国
庫
補
助

金
が
１
０
０
０
万
円
で
、
支
出
は
、

移
動
実
態
調
査
・
分
析
業
務
委
託

事
業
費
が
３
０
４
１
万
円
、
国
庫

補
助
金
の
市
の
支
出
金
が
１
０
０

０
万
円
で
、
残
り
は
運
営
費
で
ご

ざ
い
ま
す
。

問

「
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
再
構
築
検
討
事
業
」
の
利

便
増
進
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け

た
移
動
実
態
等
の
基
礎
調
査
の
内

容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
及
び

鹿
児
島
市
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
協

議
会
の
今
後
の
進
め
方
は
。

答

移
動
実
態
等
の
基
礎
調
査

に
つ
き
ま
し
て
は
、
バ
ス
路
線
を

は
じ
め
と
し
た
市
内
の
公
共
交
通

の
現
況
や
利
用
実
態
等
に
つ
い
て

の
調
査
・
分
析
、
幹
線
・
支
線
の

分
類
や
交
通
結
節
拠
点
の
検
討
等

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
来
月

上
旬
に
業
務
委
託
の
契
約
を
締
結

し
、
来
年
三
月
に
調
査
結
果
等
を

協
議
会
に
報
告
す
る
予
定
で
ご
ざ

い
ま
す
。

協
議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七

年
度
は
、
専
門
部
会
を
設
置
し
、

六
年
度
に
実
施
し
た
基
礎
調
査
を

も
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築
に

向
け
て
の
協
議
・
検
討
を
進
め
、

八
年
度
中
に
利
便
増
進
実
施
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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今
議
会
の
個
人
質
疑
で
、
市

長
に
対
し
、
「
種
子
島
・
馬
毛

島
の
米
軍
の
訓
練
基
地
、
鹿
屋

の
無
人
偵
察
機
導
入
、
奄
美
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
な
ど
、
鹿
児
島

県
が
軍
事
基
地
化
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
見
解
」

を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、

「
お
触
れ
の
自
衛
隊
施
設
の
配

備
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
我
が

国
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
重
要

な
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、

適
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
、

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
「
私
た
ち
が
危
惧
す

る
の
は
、
国
は
、
憲
法
九
条
が

あ
り
な
が
ら
も
『
敵
基
地
攻
撃

論
』
や
、
自
民
党
の
一
部
で
は

『
核
武
装
も
い
と
わ
な
い
』
等

の
発
言
が
、
ど
う
ど
う
と
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
戦
争
が

始
ま
れ
ば
、
ま
ず
一
番
最
初
に

た
た
く
の
が
、
空
港
・
港
湾
や

弾
薬
庫
、
そ
し
て
軍
事
基
地
で

す
。
い
ま
や
本
市
も
戦
場
に
な

り
え
る
こ
と
も
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
勿
論
、
政
治
の
役
割
は
、

ど
う
や
っ
た
ら
戦
争
に
な
ら
な

い
努
力
を
し
て
い
く
か
、
そ
の

為
の
平
和
外
交
の
必
要
性
が
ま

す
ま
す
問
わ
れ
て
い
る
と
訴
え

て
い
ま
す
が
、
市
長
は
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
立
場
か
ら

も
、
国
の
言
う
が
ま
ま
で
は
な

く
、
国
に
対
し
、
本
市
は
絶
対

に
戦
場
に
は
さ
せ
ま
せ
ん
と
い

う
、
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
申
し
添
え
て
お
き
ま

す
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

主

張


